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　　 　 安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い　 安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い！

●● 本書の 一部ま た は 、本書の 一部ま た は 、 全部を 無断で 複製、全部を 無断で 複製、 複写、複写、 転載、転載、 改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。
●● 本書の 内容お よ び 製品の 仕様、本書の 内容お よ び 製品の 仕様、 意匠等に つ い て は 、意匠等に つ い て は 、 改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。
●● 本書の 内容に つ い て は 、本書の 内容に つ い て は 、 万全を 記し て 作成い た し ま し た が 、万全を 記し て 作成い た し ま し た が 、 万一ご 不審な点や 誤り 、万一ご 不審な点や 誤り 、   記載漏れなど お 気付き記載漏れなど お 気付き

の 点が ご ざ い ま し た ら 、の 点が ご ざ い ま し た ら 、 ご 連絡下さ い ま す よ う お 願い 致し ま す 。ご 連絡下さ い ま す よ う お 願い 致し ま す 。

●● 本書に 記載さ れて い る 各種名称、本書に 記載さ れて い る 各種名称、 会社名、会社名、 商品名な ど は 一般に 各社の 商標ま た は登録商標で す 。商品名な ど は 一般に 各社の 商標ま た は登録商標で す 。

◆◆ 本製品は電波法の る 技術基準適合証明を 取得し て お り ま す。本製品は電波法の る 技術基準適合証明を 取得し て お り ま す。お客様の免許申請等の 手続き は不要で す。お客様の免許申請等の 手続き は不要で す。

◆◆ ケ ース と 一体で技術基準適合証明を 取得し て お り ま すの で、ケ ース と 一体で技術基準適合証明を 取得し て お り ま すの で、ネジを 外し た り ケ ー ス を 開け る など の 行為ネジを 外し た り ケ ー ス を 開け る など の 行為

はお やめ く だ さ い 。はお やめ く だ さ い 。((電波法に 違反する 恐れがご ざ いま す。電波法に 違反する 恐れがご ざ いま す。))

◆◆ 本製品は無線と い う 特性上、本製品は無線と い う 特性上、機器の 見通し が確保で き て も 、機器の 見通し が確保で き て も 、環境に よ っ て はマ ル チ パ ス や 妨害電波な環境に よ っ て はマ ル チ パ ス や 妨害電波な

ど の 影響で交信でき ない 場合がご ざ いま す。ど の 影響で交信でき ない 場合がご ざ いま す。

◆◆ 本製品は一般電子機器本製品は一般電子機器 ( (電子計算機電子計算機､OA､OA機器機器､､通信機器通信機器､､計測機器計測機器､､工作機械工作機械､､産業用ロ ボッ ト産業用ロ ボッ ト ､AV､AV機器機器､､

家電等家電等) ) へ の 使用を 目的と し て 製造さ れて お り ま す。へ の 使用を 目的と し て 製造さ れて お り ま す。輸送機器輸送機器 ( (航空機航空機､､鉄道鉄道､､自動車自動車) ) の 制御と 安全性の 制御と 安全性

に関わる ユニ ッ ト やシス テ ムに関わる ユニ ッ ト やシス テ ム､､交通信号交通信号､､ガス 漏れ検知器ガス 漏れ検知器､､各種安全装置等に ご 使用の際は各種安全装置等に ご 使用の際は､､お客様に おいお客様に おい

て 適切な処置を 講じ て く だ さ いま すよ う お願い致し ま す。て 適切な処置を 講じ て く だ さ いま すよ う お願い致し ま す。

ま たま た ､､衛星機器衛星機器､､原子力機器原子力機器､､海底中継器海底中継器､､人命に 関わる 医療用機器等人命に 関わる 医療用機器等､､極めて 高い 信頼性を 要求さ れる極めて 高い 信頼性を 要求さ れる

シス テ ム に は絶対に ご 使用に なら ない でく だ さ い 。シス テ ム に は絶対に ご 使用に なら ない でく だ さ い 。

無線機器の 特性上の 注意無線機器の 特性上の 注意

火災、火災、 感電、感電、 怪我、怪我、 故障、故障、 エ ラ ー の 原因に な り ま すエ ラ ー の 原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧で お使いく だ さ い 。正し い電源電圧で お使いく だ さ い 。

◆◆ 湿気や 埃、湿気や 埃、油煙、油煙、湯気が 多い 所に は置か ない で く だ さ い 。湯気が 多い 所に は置か ない で く だ さ い 。

◆◆ 暖房器具の近く や直射日光があたる 場所など 、暖房器具の近く や直射日光があたる 場所など 、高温の場所で使用し たり 放置し ないでく ださ い。高温の場所で使用し たり 放置し ないでく ださ い。

◆◆ た こ 足コ ン セ ン ト や配線器具の 定格を 超え る 使い 方はし ない でく だ さ い 。た こ 足コ ン セ ン ト や配線器具の 定格を 超え る 使い 方はし ない でく だ さ い 。

◆◆ 電源ケ ー ブ ル に 加工や熱を 加え た り 、電源ケ ー ブ ル に 加工や熱を 加え た り 、物を 載せる など で 傷を つ け ない で く だ さ い 。物を 載せる など で 傷を つ け ない で く だ さ い 。

◆◆ 内部に 異物を 入れない でく だ さ い 。内部に 異物を 入れない でく だ さ い 。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び付属品を 改造し ない でく だ さ い 。本体及び付属品を 改造し ない でく だ さ い 。

◆◆ 排気口の あ る 機種は、排気口の あ る 機種は、排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。

◆◆ 濡れた 手でコ ン セン ト に さ わら ない でく だ さ い 。濡れた 手でコ ン セン ト に さ わら ない でく だ さ い 。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し ない で く だ さ い 。本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し ない で く だ さ い 。

◆◆ 設置、設置、移動の 時は電源プ ラ グ を 抜き 、移動の 時は電源プ ラ グ を 抜き 、周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。

万一、万一、 発熱を 感じ た り 、発熱を 感じ た り 、 煙が 出て い た り 、煙が 出て い た り 、 変な に お い が す る な ど の 異常を 確認し た 場合は 、変な に お い が す る な ど の 異常を 確認し た 場合は 、 直ち に直ち に

電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。

有寿命部品に 関す る 保証規定有寿命部品に 関す る 保証規定

本製品に 付属、本製品に 付属、ま た は、ま た は、別売の別売の ACACア ダ プ タ は、ア ダ プ タ は、有寿命部品で す有寿命部品で す 。。使用時間の 経過に 伴っ て 摩耗、使用時間の 経過に 伴っ て 摩耗、劣化等が劣化等が

進行し 、進行し 、動作が 不安定に なる 場合が あ り ま す の で 、動作が 不安定に なる 場合が あ り ま す の で 、本製品を 安定し て お 使い い た だ く た め に は、本製品を 安定し て お 使い い た だ く た め に は、一定の 期一定の 期

間で 交換が 必要間で 交換が 必要と なり ま す。と なり ま す。特に 長時間連続し て 使用する 場合に は、特に 長時間連続し て 使用する 場合に は、早期の 部品交換が 必要で す。早期の 部品交換が 必要で す。

有寿命部品の 交換時期の 目安は、有寿命部品の 交換時期の 目安は、使用頻度や使用環境使用頻度や使用環境((温湿度など温湿度など ))等の 条件に よ り 異なり ま すが、等の 条件に よ り 異なり ま すが、通常の ご通常の ご

使用で 約使用で 約33年で す 。年で す 。こ の 目安は、こ の 目安は、期間中に 故障し ない こ と や 無償交換を お 約束す る も の で はあ り ま せ ん 。期間中に 故障し ない こ と や 無償交換を お 約束す る も の で はあ り ま せ ん 。

摩耗や劣化等に よ る 有寿命部品の 交換は、摩耗や劣化等に よ る 有寿命部品の 交換は、保証期間内保証期間内((当社発送から当社発送から 11年年))に お い て は原則的に 無償交換を 行に お い て は原則的に 無償交換を 行

い ま す が、い ま す が、劣悪環境で の 稼動、劣悪環境で の 稼動、落雷など 外部要因に 起因する 故障など の 場合は、落雷など 外部要因に 起因する 故障など の 場合は、標準保証の 対象外と なり 、標準保証の 対象外と なり 、

製品保証期間内であ っ て も 有償交換と なり ま す。製品保証期間内であ っ て も 有償交換と なり ま す。

ACACア ダ プ タ は社外購入品に つ き 、ア ダ プ タ は社外購入品に つ き 、代替品代替品と の 交換と の 交換に て 修理に 代え さ せ て い た だ き ま す。に て 修理に 代え さ せ て い た だ き ま す。

ま た 、ま た 、保証期間経過後も 、保証期間経過後も 、代替品の 有償交換を さ せ て い た だ き ま す 。代替品の 有償交換を さ せ て い た だ き ま す 。

尚、尚、本体同様Ａ Ｃ ア ダ プ タ の 故障ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、本体同様Ａ Ｃ ア ダ プ タ の 故障ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、間接の 障害に つ い て も 当社はそ の間接の 障害に つ い て も 当社はそ の

責任を 負わないも のと し ま す。責任を 負わないも のと し ま す。
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DLNETDLNET シ リ ー ズシ リ ー ズ  Typ e 1200 Typ e 1200

こ の マ ニ ュ ア ル は、こ の マ ニ ュ ア ル は、三菱電機／オ ム ロ ン三菱電機／オ ム ロ ン PLC PLC を 無線でを 無線で PCPCと 接続す る た め の イ ン タ ーと 接続す る た め の イ ン タ ー

フ ェ イ ス で あ るフ ェ イ ス で あ る DLNETDLNET シ リ ー ズシ リ ー ズ  Typ e 1200 Typ e 1200 に つ い て 解説し て い ま す 。に つ い て 解説し て い ま す 。 次ペ ー ジ次ペ ー ジ

の 梱包品目を ご 確認の 上、の 梱包品目を ご 確認の 上、 不足が あ る 場合は弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。不足が あ る 場合は弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。

　 特徴　 特徴

◆◆ RS232CRS232C の 無線モ デ ム で す 。の 無線モ デ ム で す 。

◆◆ 無線部は無線部は 1200MHz/10mW1200MHz/10mW で 、で 、 見通し見通し 1200m1200m、、 工場内工場内 200m200m の 飛距離で 安定し ての 飛距離で 安定し て

動作し ま す 。動作し ま す 。 ( (周辺状況に よ っ て 異なり ま す 。）周辺状況に よ っ て 異なり ま す 。）

◆◆ 三菱シ ー ケ ン サ の三菱シ ー ケ ン サ の QQ シ リ ー ズ 、シ リ ー ズ 、 FxFx シ リ ー ズ 、シ リ ー ズ 、 オ ム ロ ン シ ー ケ ン サ のオ ム ロ ン シ ー ケ ン サ の SYSMACSYSMAC 及及

び 汎用のび 汎用の RS232CRS232C 無線モ デ ム と し て 使用で き ま す 。無線モ デ ム と し て 使用で き ま す 。

◆◆ 11 対対 nn の 通信が 可能で あ る た め 、の 通信が 可能で あ る た め 、 PC1PC1 台で 複数の シ ー ケ ン サ の 制御が 可能で す 。台で 複数の シ ー ケ ン サ の 制御が 可能で す 。

◆◆ 伝送速度は有線と 比べ て 遅く伝送速度は有線と 比べ て 遅く 9600BPS9600BPS で す 。で す 。

◆◆ 標準添付の標準添付の DL-U232ADL-U232A (USB (USB--RS232CRS232C 変換コ ネ ク タ変換コ ネ ク タ ) ) を 使用す る こ と に よ りを 使用す る こ と に よ り PCPC

側の イ ン タ ー フ ェ イ ス と し て側の イ ン タ ー フ ェ イ ス と し て USBUSB が 使用で き ま す 。が 使用で き ま す 。

◆◆ オ プ シ ョ ン のオ プ シ ョ ン の RSCV-MF/VRSCV-MF/V (RS232C (RS232C--RS422RS422変換ケ ー ブ ル変換ケ ー ブ ル ) ) を 使用す る こ と に よを 使用す る こ と に よ

り 三菱り 三菱 PLCPLC のの FxFx シ リ ー ズ に 対応で き ま す 。シ リ ー ズ に 対応で き ま す 。

　 梱包品目　 梱包品目

【 親局【 親局 PCPC 側】側】

①① DLNET-1200DLNET-1200 本体本体

②② ACAC ア ダ プ タア ダ プ タ ( ( DLNET-1200DLNET-1200 用　 型式用　 型式：： STDSTD--07510U)07510U)

③③ RS232CRS232C ク ロ ス ケ ー ブ ルク ロ ス ケ ー ブ ル (PC(PC とと DLNET-1200DLNET-1200 を 接続す るを 接続す る Dsub9Dsub9 ピ ン とピ ン と

Dsub9Dsub9 ピ ン の ケ ー ブ ルピ ン の ケ ー ブ ル ))

④④ DL-U232ADL-U232A (USB(USB--RS232CRS232C 変換コ ネ ク タ変換コ ネ ク タ ))

⑤⑤ USBUSB ケ ー ブ ルケ ー ブ ル 0.9m0.9m (PC(PC のの USBUSB とと DL-U232ADL-U232A を 接続す る ケ ー ブ ルを 接続す る ケ ー ブ ル ))

⑥⑥ DLNETDLNET　　 CD-RCD-R (USB(USB ド ラ イ バ ソ フ ト ／通信条件設定ソ フ トド ラ イ バ ソ フ ト ／通信条件設定ソ フ ト ))

⑦⑦ ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ルユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル ((本誌と本誌と DL-U232ADL-U232A マ ニ ュ ア ル 各マ ニ ュ ア ル 各 11 冊冊))

⑧⑧ 固定用デ ュ ア ル ロ ッ ク フ ァ ス ナ固定用デ ュ ア ル ロ ッ ク フ ァ ス ナ ((機器を 固定す る 際に 使用機器を 固定す る 際に 使用))

【 子局【 子局 PLCPLC 側】側】

⑨⑨ DLNET-1200DLNET-1200 本体本体

⑩⑩ ACAC ア ダ プ タア ダ プ タ ( ( DLNET-1200DLNET-1200 用　 型式用　 型式：： STDSTD--07510U)07510U)

⑪⑪ RS232CRS232C 接続ケ ー ブ ル接続ケ ー ブ ル 3m3m (PC(PC とと PLCPLC を 接続す る ケ ー ブ ル 。を 接続す る ケ ー ブ ル 。 　 標準添付は　 標準添付は

QQ シ リ ー ズ 用のシ リ ー ズ 用の CBM609-3CBM609-3))

⑫⑫ 固定用デ ュ ア ル ロ ッ ク フ ァ ス ナ固定用デ ュ ア ル ロ ッ ク フ ァ ス ナ ((機器を 固定す る 際に 使用機器を 固定す る 際に 使用))



22

DLNETDLNET シ リ ー ズシ リ ー ズ  Typ e 1200 Typ e 1200

　　 PCPC とと DLNET-1200DLNET-1200 を 接続す るを 接続す る

◆◆ PCPC のの RS232CRS232C ポ ー ト を 使用す る 場合ポ ー ト を 使用す る 場合

付属の付属の RS232CRS232C ク ロ ス ケ ー ブ ル でク ロ ス ケ ー ブ ル で PCPC とと DLNET-1200DLNET-1200 を 接続し て く だ さ い 。を 接続し て く だ さ い 。

◆◆ PCPC のの USBUSB ポ ー ト を 使用す る 場合ポ ー ト を 使用す る 場合

付属の付属の CDCD に 入っ て い るに 入っ て い る DL-U232ADL-U232A ド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ル 手順に 従っ て イ ンド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ル 手順に 従っ て イ ン

ス ト ー ル し ま す 。ス ト ー ル し ま す 。

こ の と き に 割り 当て ら れたこ の と き に 割り 当て ら れた COMCOM 番号を番号を GXGX デ ィ ベ ロ ッ パ ー で 使用し ま す 。デ ィ ベ ロ ッ パ ー で 使用し ま す 。

PCPC の コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル →シ ス テ ム →ハ ー ド ウ ェ ア →デ バ イ ス マ ネ ー ジ ャ →の コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル →シ ス テ ム →ハ ー ド ウ ェ ア →デ バ イ ス マ ネ ー ジ ャ →

ポ ー トポ ー ト  (COM (COM とと LPT) LPT) を 開く と 、を 開く と 、何番の何番の COMCOM ポ ー ト に 割り 当て ら れた か が 分か りポ ー ト に 割り 当て ら れた か が 分か り

ま す 。ま す 。

接続方法は以下の 通り で す 。接続方法は以下の 通り で す 。

※※ QQ シ リ ー ズ 以外の 接続ケ ー ブ ル はシ リ ー ズ 以外の 接続ケ ー ブ ル は 33 ペ ー ジ を ご 参照く だ さ い 。ペ ー ジ を ご 参照く だ さ い 。

※上記①～⑫は梱包品目の 番号で す 。※上記①～⑫は梱包品目の 番号で す 。

※※ 上記①、上記①、 ②、②、 ③、③、 ⑤は梱包品目の 番号で す 。⑤は梱包品目の 番号で す 。

MELSEC

miniDIN6ピ ン CPU

[Qシ リ ー ズ ]

⑪ RS232C

接続ケ ー ブ ル

⑥ CD-R

ド ラ イ バソ フ ト

通信条件設定ソ フ ト

⑧,⑫ 固定用デ ュ ア ル ロ ッ ク フ ァ ス ナ

⑦ ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル

② ACア ダ プ タ

③ RS232Cク ロ ス ケ ー ブ ル

DLNET-1200

① 親局

D
LN

E
T
-12

0
0

⑨
子

局

⑩ ACア ダ プ タ

⑤ USBケ ー ブ ル

③ RS232Cク ロ ス ケ ー ブ ル

DLNET-1200

① 親局④ DL-U232A

② ACア ダ プ タ
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PLCPLC とと DLNET-1200DLNET-1200 の 通信速度はの 通信速度は 9600BPS9600BPS で す 。で す 。 PLCPLC 側を側を 9600BPS9600BPS に 設定し てに 設定し て

下さ い 。下さ い 。  (PLC (PLC 側は側は 9600BPS9600BPS固定で の 使用と なり ま す 。固定で の 使用と なり ま す 。))

◆◆ MELSECMELSEC--QQ シ リ ー ズ を 接続す る 場合は、シ リ ー ズ を 接続す る 場合は、 付属の付属の RS232CRS232C ケ ー ブ ル を 使用さ い 。ケ ー ブ ル を 使用さ い 。

◆◆ MELSECMELSEC--FxFx シ リ ー ズ を 使用す る 場合は、シ リ ー ズ を 使用す る 場合は、 RS232CRS232C//RS422RS422 変換ケ ー ブ ル変換ケ ー ブ ル RSCV-RSCV-

MF/VMF/V ( (別売別売) ) とと DSub9DSub9 ピ ン と 丸ピ ン 変換ケ ー ブ ルピ ン と 丸ピ ン 変換ケ ー ブ ル CBM825-0CBM825-0 ( (別売別売) ) を ご 使を ご 使

用下さ い 。用下さ い 。

◆◆ オ ム ロ ン の シ ー ケ ン サ を 接続す る 場合は、オ ム ロ ン の シ ー ケ ン サ を 接続す る 場合は、 RS232CRS232C のの TXDTXD、、 RXDRXD、、 GNDGND のの 33 線式線式

ク ロ ス ケ ー ブ ル を 使用下さ い 。ク ロ ス ケ ー ブ ル を 使用下さ い 。

　　 PLCPLC とと DLNET-1200DLNET-1200 を 接続す るを 接続す る

MELSEC-Q

RS232C/RS422変換ケ ー ブ ル
RSCV-MF/V (別売) MELSEC-Fx1,Fx2

Dsub25ピ ン -miniDIN8ピ ン

変換ケ ー ブ ル CBM825-0 (別売)

MELSEC-FX0n

R
S

C
V

-M
F

/U
S

B

SYSMAC-CJシ リ ー ズ 等

Dsub9-miniDIN6 変換ケ ー ブ ル

CBM609-3 (標準添付)

DLNET-1200

DLNET-1200

DLNET-1200

DLNET-1200

R
S

C
V

-M
F

/U
S

B

RS232Cケ ー ブ ル

(ユ ー ザ 様で ご 用意く だ さ い )

RS232C/RS422変換ケ ー ブ ル

RSCV-MF/V (別売)

※標準添付のRS232Cク ロ ス ケ ー ブ ル はDLNET-1200の 設定変更時に PCと

接続する 為の ケ ー ブ ル で す 。 上記の 接続時に は別途RS232Cケ －ブ ル を

ユ ー ザ 様に て ご 用意く だ さ い 。
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　 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の 設定　 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の 設定

デ ィ ッ プ ス イ ッ チ はデ ィ ッ プ ス イ ッ チ は DLNET-1200DLNET-1200 の 側面に 位置し ま す 。の 側面に 位置し ま す 。

接続す る接続す る PLCPLC に 合わ せ て 次ペ ー ジ を 参考に ス イ ッ チ を 設定し て く だ さ い 。に 合わ せ て 次ペ ー ジ を 参考に ス イ ッ チ を 設定し て く だ さ い 。

尚、尚、 FxFx シ リ ー ズ を ご 使用の 場合は、シ リ ー ズ を ご 使用の 場合は、 弊社製の弊社製の PLCPLC 変換ケ ー ブ ル変換ケ ー ブ ル RSCV-MF/VRSCV-MF/V を 接を 接

続ケ ー ブ ル と し て お 使い く だ さ い 。続ケ ー ブ ル と し て お 使い く だ さ い 。

◆◆ PCPC 側側側に 接続す る 無線機の 最右ビ ッ ト側に 接続す る 無線機の 最右ビ ッ ト 11 は↑は↑ ( (上側上側) ) に 設定し て く だ さ い 。に 設定し て く だ さ い 。

◆◆ 汎用汎用のの RS232CRS232C無線モ デ ム と し て 使用す る 場合は、無線モ デ ム と し て 使用す る 場合は、PROGRAMPROGRAM モ ー ド を 設定し てモ ー ド を 設定し て

ご 使用く だ さ い 。ご 使用く だ さ い 。

DLNET-1200側面図

デ ィ ッ プ ス イ ッ チ

PROGRAM

9600／奇数8↓↓↓↓

↑↓↓↓

↑↑↑↑

MELSEC-Q

MELSEC-Fx

SYSMAC-CJ

9600／偶数7

↑↑↑↑

PLC側 PC側
PLC 通信条件

↓↑↓↓

↓↓↓↑

↑↓↓↑

↓↑↓↑

↑↑↑↑ 9600／なし 8

9600／偶数7

←出荷時の 設定

　　 LE DLE D に つ い てに つ い て

LEDLED は本体側面に 位置し ま す 。は本体側面に 位置し ま す 。

◆◆ 赤赤 LEDLED はは DLNET-1200DLNET-1200 とと PLCPLC が 通信し て い る 時に 点滅し ま す 。が 通信し て い る 時に 点滅し ま す 。

◆◆ 緑緑 LEDLED はは DLNET-1200DLNET-1200 が 無線上で 通信し て い る 時に 点滅し ま す 。が 無線上で 通信し て い る 時に 点滅し ま す 。

◆◆ 緑緑 LEDLED はは PROGPROG モ ー ド に 入る と 点灯し た ま ま に なり ま す 。モ ー ド に 入る と 点灯し た ま ま に なり ま す 。

出荷時に 以下の 値は出荷時に 以下の 値は DLNET-1200DLNET-1200本体の本体の EEPROM (EEPROM (不揮発メ モ リ不揮発メ モ リ ) ) に 書き 込ま れてに 書き 込ま れて

お り 、お り 、 こ の 設定の ま ま 使用可能で す 。こ の 設定の ま ま 使用可能で す 。

ま た 機種指定の た め の デ ィ ッ プ ス ッ チ も 初期設定さ れて い ま す 。ま た 機種指定の た め の デ ィ ッ プ ス ッ チ も 初期設定さ れて い ま す 。

　　 DLNET-1200DLNET-1200 の 出荷時の 設定値の 出荷時の 設定値

こ の 値を 変更し て 使用す る 場合は、こ の 値を 変更し て 使用す る 場合は、 後述後述 [ [通信条件の 変更通信条件の 変更] ] を ご 参照く だ さ い 。を ご 参照く だ さ い 。

DLNET-1200
チ ャ ン ネ ル

番号
自己ID 相手ID

デ ィ ッ プ
ス イ ッ チ

親局(PC側) 1 01 11 ↓↓↓↑

子局(PLC側) 1 11 01 ↓↓↓↓
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　　 R S232CR S232C ピ ン ア サ イ ンピ ン ア サ イ ン

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1 － － 　 未接続

2 RXD 入力 　 RS232C機器か ら SSへ の 受信デ －タ

3 TXD 出力 　 SSか ら RS232Cへ の 送信デ －タ

4 DTR 出力 　 デ －タ タ －ミ ナ ル レ デ ィ

5 GND － 　 シ グ ナ ル グ ラ ン ド

6 DSR 入力 　 デ －タ セ ッ ト レ デ ィ

7 RTS 出力 　 送信要求

8 CTS 入力 　 送信可

9 － － 　 未接続

　　 G XG X デ ィ ベ ロ ッ パ ー ／デ ィ ベ ロ ッ パ ー ／ C XC X プ ロ グ ラ マ ー を 立ち 上げ るプ ロ グ ラ マ ー を 立ち 上げ る

パ ソ コ ン 側をパ ソ コ ン 側を II//FFと し て 以下の 内容を 指定し て く だ さ い 。と し て 以下の 内容を 指定し て く だ さ い 。

◆◆ シ リ ア ルシ リ ア ル  (RS232C) (RS232C)

◆◆ COMCOM ポ ー ト はポ ー ト は

変換ケ ー ブ ル を 使用す る 場合は、変換ケ ー ブ ル を 使用す る 場合は、 DL-U232ADL-U232A に 割り 当て ら れた 番号に 割り 当て ら れた 番号

RS232CRS232C ケ ー ブ ル を 使用す る 場合は、ケ ー ブ ル を 使用す る 場合は、 COMCOM ポ ー ト 番号に 割り 当て ら れた 番号ポ ー ト 番号に 割り 当て ら れた 番号

◆◆ 伝送速度は伝送速度は 9.6KBps9.6KBps

DL-U232ADL-U232A (USB (USBイ ン タ ー フ ェ イ スイ ン タ ー フ ェ イ ス ) ) を 使用す る 場合で あ っ て も 通信はを 使用す る 場合で あ っ て も 通信は COMCOMポ ー トポ ー ト

を 指定し て く だ さ い 。を 指定し て く だ さ い 。 ( (割り 当て ら れた割り 当て ら れた COMCOMポ ー ト 番号はポ ー ト 番号は [ [デ バ イ ス マ ネ ー ジ ャデ バ イ ス マ ネ ー ジ ャ ] ] のの

ポ ー ト よ り 確認で き ま す 。ポ ー ト よ り 確認で き ま す 。))

以降の 動作はＧ Ｘ デ ィ ベ ロ ッ パ ー を 有線で 使用す る 場合と 同じ で す 。以降の 動作はＧ Ｘ デ ィ ベ ロ ッ パ ー を 有線で 使用す る 場合と 同じ で す 。

こ の 通信に 使用さ れて い る 電波はこ の 通信に 使用さ れて い る 電波は 1.2GHz1.2GHz のの FMFM 変調無線で す 。変調無線で す 。

ア ン テ ナ は機器の 上部に 配置さ れて い ま す 。ア ン テ ナ は機器の 上部に 配置さ れて い ま す 。

DLNET-1200DLNET-1200 を 下図の よ う に 適当な場所に 固定し て ご 使用く だ さ い 。を 下図の よ う に 適当な場所に 固定し て ご 使用く だ さ い 。

　 機器の 固定　 機器の 固定

DLNET-1200
デ ュ ア ル ロ ッ ク フ ァ ス ナ 取付例
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　 物理的仕様　 物理的仕様

DLNET-1200DLNET-1200 仕様仕様

【 外観図】【 外観図】

縮尺： Free

単位： mm

DLNET- 1200

データリンク株式会社

DLNET-1200

製造番号：△△△△△

1
2
0
（

±
0
.5

）

60(±0.5)

1
2
5
（

±
0
.5

）

2
4

(±
0
.5

)

◆RS232Cコ ネ ク タ

◆DCジ ャ ッ ク

Dsub9ピ ン オ ス

取付ネ ジ #4-40×13オ ス イ ン チ ネ ジ

EIAJ RC5320 区分3準拠 (10.5V以下)

5
5

(±
0
.5

)

周 波 数 1.2GHz　 シ ン セ サ イ ザ 無線

チ ャ ン ネ ル 数 1～9の 9バン ド

通 信 速 度 9.6KBps

送 信 出 力 10mW以下

周 波 数 偏 差 3ppm以下

占 有 周 波 数 32KHz以下

ア ン テ ナ 1/4λワ イ ヤ ー ア ン テ ナ

通 信 距 離 見通し 最大1200m、 室内200m程度 (環境に よ る )

エ ラ ー 制 御 CRCチ ェ ッ ク 及び 再送

無 線 構 成 1対1／1対n (nは最大で 50台)

備 考 技術基準適合証明取得済み
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ACAC ア ダ プ タア ダ プ タ  (STD (STD--07510U )07510U )

【 外観図】【 外観図】

◆◆ 動作条件動作条件 温度温度 ＋＋ 00℃～＋℃～＋ 4040℃℃

湿度湿度 ＋＋ 2020％～％～ 80% RH (80% RH (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 保存条件保存条件 温度温度 －－ 2020℃～＋℃～＋ 6060℃℃

湿度湿度 ＋＋ 1010％～％～ 90% RH (90% RH (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 寸　 法寸　 法 横横：： 52.0mm52.0mm　 高さ　 高さ ：： 46.0mm46.0mm　 奥行　 奥行：： 29.0mm29.0mm

(AC(AC ソ ケ ッ トソ ケ ッ ト ､､コ ー ド 等除くコ ー ド 等除く ))

コ －ド 長コ －ド 長：： 1465mm  (1465mm  (本体、本体、 DCDC プ ラ グ 除くプ ラ グ 除く ))

◆◆ 重　 量重　 量 約約 90g90g

◆◆ 定　 格定　 格 入力入力：： AC100VAC100V ～～ 240V240V　　 5050//60Hz60Hz

出力出力：： DC7.5VDC7.5V//00 ～～ 1.0A1.0A

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲 AC100VAC100V ～～ 240V240V　　 4747//63Hz63Hz

◆◆ 出力電圧出力電圧 DC7.5VDC7.5V ±± 5%5%

◆◆ 出力プ ラ グ出力プ ラ グ 外径外径 4.754.75 φ±φ± 0.10.1　 内径　 内径 1.71.7 φ±φ± 0.10.1　 長さ　 長さ 9.59.5 ±± 0.30.3

(EIAJ(EIAJ　　 RC5320RC5320　 電圧区分　 電圧区分 33　 準拠　 準拠))　 内側＋　 外側－　 内側＋　 外側－

◆◆ 安全規格安全規格 PSE (PSE (電気用品安全法電気用品安全法))

1465±50

2
9
.0

±
1

縮尺： Free

（ 単位mm）
52.0±1

4
6
.0

±
1

80.0±1
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通信条件と は通信条件と は [ [使用チ ャ ン ネ ル の 変更使用チ ャ ン ネ ル の 変更] [] [通信通信IDID の 変更の 変更] ] と 言い ま す 。と 言い ま す 。

出荷時の 通信条件を 変更す る 場合は、出荷時の 通信条件を 変更す る 場合は、 以下の 手順に 従い ま す 。以下の 手順に 従い ま す 。

1)1) 本体横に 配置す る本体横に 配置す る 44ビ ッ ト の デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を 全て 上側に 倒し プ ロ グ ラ ム モ ービ ッ ト の デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を 全て 上側に 倒し プ ロ グ ラ ム モ ー

ド に 設定し ま す 。ド に 設定し ま す 。

2)2) PCPC と 本体をと 本体を RS232CRS232C ク ロ ス ケ ー ブ ル で 接続し 電源を 入れま す 。ク ロ ス ケ ー ブ ル で 接続し 電源を 入れま す 。 　　

3)3) CDCD に 収め ら れて い るに 収め ら れて い る  [DLNET-PLC1200_ COM]  [DLNET-PLC1200_ COM] を 実行し ま す 。を 実行し ま す 。

こ の ソ フ ト は、こ の ソ フ ト は、自己自己IDID、、通信相手通信相手IDID、、使用す る 通信チ ャ ン ネ ル 番号使用す る 通信チ ャ ン ネ ル 番号 ( (周波数周波数))を 設を 設

定す る た め の も の で す 。定す る た め の も の で す 。

設定を設定を  [ [保存し て 終了保存し て 終了] ] を ク リ ッ ク し ま す 。を ク リ ッ ク し ま す 。

4)4) 33 のの 結果、結果、 DLNET-1200DLNET-1200 の 通信条件が 決ま り ま す 。の 通信条件が 決ま り ま す 。

通常通常 PCPC 側に 接続さ れる側に 接続さ れる DLNET-1200DLNET-1200 のの IDID をを 11 ～～ 1010 と 設定し 、と 設定し 、 PLCPLC 側に 接続側に 接続

さ れるさ れる DLNET-1200DLNET-1200 のの IDID をを 1111 ～～ 5050 に 設定し て 置く と 、に 設定し て 置く と 、 11 対対 nn 使用時の 拡張性使用時の 拡張性

が あ り ま す 。が あ り ま す 。

通信す る 相手同士は通信す る 相手同士は

　 　 ▼　 　 ▼ 通信チ ャ ン ネ ル通信チ ャ ン ネ ル  ( (周波数帯周波数帯) ) が同じ で あ る こ とが同じ で あ る こ と

　 　 ▼　 　 ▼ 自己自己 IDID と 相手と 相手 IDID が 補完的で あ る こ とが 補完的で あ る こ と

す なわ ち 自己す なわ ち 自己 ID=2ID=2、、 相手相手 ID=50ID=50 の 場合の 場合

相手機器の 自己相手機器の 自己 ID=50ID=50、、 相手相手 ID=2ID=2 で あ る 必要が あ り ま す 。で あ る 必要が あ り ま す 。

※※ USBUSB ポ ー ト を 使用す る 場合は、ポ ー ト を 使用す る 場合は、 DL-U232ADL-U232A とと USBUSB ケ ー ブ ル で 接続し て 、ケ ー ブ ル で 接続し て 、   DL-DL-

U232AU232A に 割り 当て ら れたに 割り 当て ら れた COMCOM 番号を 指定し て く だ さ い 。番号を 指定し て く だ さ い 。

　 通信条件を 変更す る に は　 通信条件を 変更す る に は
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　 通信条件設定プ ロ グ ラ ム の イ ン ス ト ー ル　 通信条件設定プ ロ グ ラ ム の イ ン ス ト ー ル

こ の プ ロ グ ラ ム をこ の プ ロ グ ラ ム を PC (W indowsXPPC (W indowsXP、、 Windows2000) W indows2000) に イ ン ス ト ー ル す る 事で 、に イ ン ス ト ー ル す る 事で 、 こ のこ の

プ ロ グ ラ ム を 介し てプ ロ グ ラ ム を 介し て DLNET-1200DLNET-1200 へ 通信条件の 設定が 可能に なり ま す 。へ 通信条件の 設定が 可能に なり ま す 。

1)1) イ ン ス ト ー ル 方法イ ン ス ト ー ル 方法

添付添付 CDCD のの  [Package]  [Package] フ ォ ル ダ 内に あ るフ ォ ル ダ 内に あ る  [Setup .exe]  [Setup .exe] を 選択し 実行し ま す 。を 選択し 実行し ま す 。

2)2) 下記画面と なり ま すの で下記画面と なり ま すの で  [ [次へ次へ ] ] を ク リ ッ ク し て 設定を 変更せずに イ ン ス ト ー ル をを ク リ ッ ク し て 設定を 変更せずに イ ン ス ト ー ル を

進め ま す 。進め ま す 。

3)3) 下記画面と なっ た ら下記画面と なっ た ら  [ [はいはい ] ] を ク リ ッ ク し て イ ン ス ト ー ル 先の フ ォ ル ダ を 作成し 、を ク リ ッ ク し て イ ン ス ト ー ル 先の フ ォ ル ダ を 作成し 、

イ ン ス ト ー ル を 進め ま す 。イ ン ス ト ー ル を 進め ま す 。

4)4) イ ン ス ト ー ル が 正常に 終了の 場合は、イ ン ス ト ー ル が 正常に 終了の 場合は、 以下の 画面と なり ま す 。以下の 画面と なり ま す 。
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　 通信条件設定プ ロ グ ラ ム の 使用方法　 通信条件設定プ ロ グ ラ ム の 使用方法

1)1)  [ [ス タ ー トス タ ー ト ] ] ボ タ ン を ク リ ッ ク し イ ン ス ト ー ル さ れたボ タ ン を ク リ ッ ク し イ ン ス ト ー ル さ れた  [ [DLNET-1200DLNET-1200 通信設定用通信設定用

プ ロ グ ラ ムプ ロ グ ラ ム ] ] を 起動し ま す 。を 起動し ま す 。

2)2) 通信設定を 行う 、通信設定を 行う 、 DLNET-1200DLNET-1200 をを PCPC に 接続し ま す 。に 接続し ま す 。

◆◆ PCPC の ポ ー トの ポ ー ト  (RS232C,USB)  (RS232C,USB) に よ り 接続方法が 異なり ま す 。に よ り 接続方法が 異なり ま す 。 22 ペ －ジ の 接続図をペ －ジ の 接続図を

参照の 上接続し て く だ さ い 。参照の 上接続し て く だ さ い 。 　 尚、　 尚、 USBUSB ポ ー ト を 使用す る 場合はポ ー ト を 使用す る 場合は DL-U232ADL-U232Aのの

ド ラ イ バ が イ ン ス ト ー ル さ れて い る 必要が あ り ま す 。ド ラ イ バ が イ ン ス ト ー ル さ れて い る 必要が あ り ま す 。 ( (別途添付さ れて い る別途添付さ れて い る DL-DL-

U232AU232A の マ ニ ュ ア ル を ご 参照く だ さ い 。の マ ニ ュ ア ル を ご 参照く だ さ い 。))

◆◆ DLNET-1200DLNET-1200 の 設定を 行う 場合は、の 設定を 行う 場合は、 添付の添付の RS232CRS232C ク ロ ス ケ ー ブ ル に てク ロ ス ケ ー ブ ル に て PCPC とと

接続し 、接続し 、 PROGPROG モ ー ド に 設定し てモ ー ド に 設定し て  ( (本機デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を す べ て ↑↑↑↑に 倒本機デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を す べ て ↑↑↑↑に 倒

すす ) ) か ら 電源を 入れま す 。か ら 電源を 入れま す 。

ご 注意ご 注意 PCPC に 接続後、に 接続後、 DL-U232ADL-U232A が 使用す るが 使用す る COMCOM ポ ー ト 番号をポ ー ト 番号を  [ [デ バ イ ス マ ネ ーデ バ イ ス マ ネ ー

ジ ャジ ャ ] ] を 起動し 確認し ま す 。を 起動し 確認し ま す 。 下記画面例で は、下記画面例で は、 COM10COM10 にに DL-U232ADL-U232A の 疑の 疑

似似 COMCOM が 割り 当て ら れて い ま す 。が 割り 当て ら れて い ま す 。

3)3) 次の よ う な画面と なり次の よ う な画面と なり  [ [DLNET-1200DLNET-1200 通信設定用プ ロ グ ラ ム通信設定用プ ロ グ ラ ム ] ] が 起動し ま す 。が 起動し ま す 。

DLNET-1200DLNET-1200 の デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を す べ ての デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を す べ て ONON に し てに し て   か ら 電源を 入れま す 。か ら 電源を 入れま す 。

使用す る使用す る COMCOM ポ ー ト 番号を 選択後、ポ ー ト 番号を 選択後、 [ [接続接続] ] ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 次ペ ー ジ のボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 次ペ ー ジ の

設定画面が 表示さ れま す 。設定画面が 表示さ れま す 。  ( (通信条件は通信条件は 9600BPS,9600BPS, デ ー タ 長デ ー タ 長：： 8,8, パ リ テ ィパ リ テ ィ ：： 無無 ,, 固固

定で す 。定で す 。))

尚、尚、 使用す る使用す る COMCOM ポ ー ト 番号はポ ー ト 番号は PCPC に よ り 異なり ま す 。に よ り 異なり ま す 。 11 度設定を 行う と 、度設定を 行う と 、 前回前回

接続の接続の COMCOM ポ ー ト 番号が 表示さ れま す 。ポ ー ト 番号が 表示さ れま す 。
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4)4) 設定画面設定画面

　　 [DEST= ][DEST= ] 相手と なる相手と なる DLNET-1200DLNET-1200 のの IDID をを 11 ～～ 5050 の 範囲で 設定し ま す 。の 範囲で 設定し ま す 。

　　 [C H = ][C H = ] 使用す る 無線使用す る 無線 CHCH をを 11 ～～ 99 の 範囲で 指定し ま す 。の 範囲で 指定し ま す 。

同一空間に 別ペ ア の同一空間に 別ペ ア の DLNET-1200DLNET-1200 が存在す る 場合や 、が存在す る 場合や 、 他の他の 1200MHz1200MHz

帯の 無線と ぶ つ か る 場合に 変更し ま す 。帯の 無線と ぶ つ か る 場合に 変更し ま す 。

右図の よ う な設定で右図の よ う な設定で AA、、BB間の間の

通信が 可能と なり ま す 。通信が 可能と なり ま す 。

左図左図  [[基本設定基本設定] ] の 右に 接続機種の 右に 接続機種

名が 表示さ れま す 。名が 表示さ れま す 。

[[設定を 保存し て 終了設定を 保存し て 終了]]

現在表示中の 設定を 保存し て 設定動作を 終了し ま す 。現在表示中の 設定を 保存し て 設定動作を 終了し ま す 。

[[初期値設定値へ 戻す初期値設定値へ 戻す ]]

画面上の 設定値が 出荷時の 値へ 戻り ま す 。画面上の 設定値が 出荷時の 値へ 戻り ま す 。

但し 、但し 、 こ の 状態で は画面上の 設定値が 戻っ た だ け で す 。こ の 状態で は画面上の 設定値が 戻っ た だ け で す 。

設定を 有効に す る に は、設定を 有効に す る に は、 [ [設定を 保存し て 終了設定を 保存し て 終了] ] を 行う 必要が あ り ま す 。を 行う 必要が あ り ま す 。

[[変更せ ず に 終了変更せ ず に 終了]]

現在表示中の 設定を 破棄し 、現在表示中の 設定を 破棄し 、設定を 変更保存し ない で 本プ ロ グ ラ ム を 終了し ま す。設定を 変更保存し ない で 本プ ロ グ ラ ム を 終了し ま す。

[[□オ プ シ ョ ン 設定□オ プ シ ョ ン 設定]]

チ ェ ッ ク を 行う と オ プ シ ョ ン 項目の 設定変更、チ ェ ッ ク を 行う と オ プ シ ョ ン 項目の 設定変更、 保存が 有効に なり ま す が 、保存が 有効に なり ま す が 、 通常通常

は設定し ない で 下さ い 。は設定し ない で 下さ い 。

オ プ シ ョ ン の 変更を 行う と タ イ ミ ン グ が 変わ り 、オ プ シ ョ ン の 変更を 行う と タ イ ミ ン グ が 変わ り 、 通信に 問題が 起こ る 可能性が通信に 問題が 起こ る 可能性が

あ り ま す 。あ り ま す 。

DLNET-1200

ID=01

DEST=11

CH=01A

DLNET-1200

ID= 11

DEST= 01

CH= 01B

[F/W ][F/W ]

DLNET-1200DLNET-1200のの F/W F/W バ ー ジ ョ ンバ ー ジ ョ ン

が 表示さ れま す 。が 表示さ れま す 。

[ID= ][ID = ]

設定を 行っ て い る設定を 行っ て い る DLNET-1200DLNET-1200

の 自機無線の 自機無線 IDID をを 11 ～～ 5050 の 範囲での 範囲で

設定し ま す 。設定し ま す 。
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製造、発売元　 デ ー タ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 デ ー タ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1118359-1118　 埼玉県所沢市け や き 台　 埼玉県所沢市け や き 台2-32-52-32-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

保証規定保証規定

ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内

DLNETDLNETシ リ ー ズシ リ ー ズ  Type 1200 Type 1200に 関す る ご 質問、ご 相談は、ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で お 問い 合わ せ下さ い 。に 関す る ご 質問、ご 相談は、ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で お 問い 合わ せ下さ い 。

デー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザサ ポ ー ト 課デー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザサ ポ ー ト 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791　　 E-m a ilE-m a il：： sup p ort@ d a ta -l ink . c o . jpsup p ort@ d a ta -l ink . c o . jp

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00

11 当社製品は、当社製品は、 当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、保証期間内に 万一保証期間内に 万一

故障し た 場合、故障し た 場合、 無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。 お 買い 求め い た だ い た 製品は、お 買い 求め い た だ い た 製品は、

受領後直ち に 梱包を 開け 、受領後直ち に 梱包を 開け 、 検収を お 願い 致し ま す 。検収を お 願い 致し ま す 。

デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は、デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は、 当社発送日よ り １ カ 年で す 。当社発送日よ り １ カ 年で す 。

保証期間は保証期間は､､製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て お り 、製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て お り 、保証書はご ざ い ま せ ん 。保証書はご ざ い ま せ ん 。

なお 、なお 、 本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。

22 本製品の 故障、本製品の 故障、 ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、 間接の 障害に つ い て 、間接の 障害に つ い て 、 当社は当社は

そ の 責任を 負わ ない も の と し ま す 。そ の 責任を 負わ ない も の と し ま す 。

33 次の よ う な場合に は、次の よ う な場合に は、 保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。

(1)(1) お 買い 上げ 後の 輸送、お 買い 上げ 後の 輸送、 移動時の 落下、移動時の 落下、 衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。

(2)(2) ご 使用上の 誤り 、ご 使用上の 誤り 、 あ る い は改造、あ る い は改造、 修理に よ る 故障お よ び 損傷。修理に よ る 故障お よ び 損傷。

(3)(3) 火災、火災、地震、地震、落雷等の 災害、落雷等の 災害、あ る い は異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障あ る い は異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障

お よ び 損傷。お よ び 損傷。

(4)(4) 当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。

44 無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。補修用部品の 保有期間は補修用部品の 保有期間は

原則製造終了後原則製造終了後 55 年間で す 。年間で す 。

なお 、なお 、 こ の 期間内で あ っ て も 、こ の 期間内で あ っ て も 、 補修部品の 在庫切れ、補修部品の 在庫切れ、 部品メ ー カ の 製造中止など に部品メ ー カ の 製造中止など に

よ り 修理で き ない 場合が あ り ま す 。よ り 修理で き ない 場合が あ り ま す 。

55 PCBPCB基板全損、基板全損、ICIC全損など 、全損など 、故障状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合は修故障状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合は修

理で き ま せ ん 。。理で き ま せ ん 。。

66 出張修理は致し て お り ま せ ん 。出張修理は致し て お り ま せ ん 。 当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み修理と なり ま す 。当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み修理と なり ま す 。

77 本製品に 付属、本製品に 付属、ま た は、ま た は、別売の別売の ACACア ダ プ タ は有寿命部品で す 。ア ダ プ タ は有寿命部品で す 。本紙巻頭本紙巻頭 ( (表紙裏面表紙裏面))

のの 【 有寿命部品に 関す る 保証規定】【 有寿命部品に 関す る 保証規定】 を 必ず お 読みく だ さ い 。を 必ず お 読みく だ さ い 。

88 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内に お い て の み有効で す 。日本国内に お い て の み有効で す 。


